
高松学習館運営協議会（令和５年６月）会議録概要 

 

開催日時 令和５年６月 28 日（水曜日）午前９時 30 分～午前 11 時 45 分 

開催場所 高松学習館 第１教室 

出席者 ［委員］神山敬章（明星大学名誉教授） 

吉田理恵（立川市社会福祉協議会） 

梅田茂之（自治会連合会栄町支部） 

服部裕美（高松児童館） 

        栗原政子（学習館利用団体） 

結城まり子（学習館利用団体） 

    委任状 難波敦子（学習館利用団体） 

    欠席 ３名 

     ［事務局］榛澤尚武(高松学習館係長)、冨田瑞代(会計年度職員) 

 

定数の過半数の出席により会議成立とする。 

議事 

1. 会長あいさつ 

おはようございます。リモートで会議実施は初めてだが、様子はわかってもらえ

ると思う。暑くなっているので体調を崩さないように気をつけていただきたい。 

2. 報告事項 

・事務局より下記について報告があった。 

・ 文化祭作品展(5/19～5/21 実施)・演奏会(6/11 実施、特別コンサート 6/17

実施)について 

来場者とサークルアンケート集計結果は概ね良かった。スタンプラリーやプ

ラバン等のワークショップも好評だった。 

6/22、6/23 ふりかえりの中で作品展と演奏会を文化祭として一体感がある

ように開催日程を近くしたらどうかという意見があった。来年度は日程をず

らして作品展の翌週に演奏会を実施することになった。演奏会の前日にはプ

レコンサートを実施することや全員合唱について来年度は見送ることが決

定している。 

・ 高松学習館の空調修理、雨漏りについて 

空調は 6/15 に修理完了し復旧した。雨漏り修理は 7/末にかけて作業が行わ

れる。 

・ 空調については修理完了後の特別コンサートの来場者アンケートでもっと

涼しくしてほしいとあったが、機能面と会場の人数の面から難しい。 

・ 特別コンサートの実施時間が短いという意見があった。レベルが高く満足感

があったということだと思う。今回プロデュースしてくださった方が地域に

も出ていきたいと言われて南部自治会でもお願いした。９月愛宕神社のまつ

りのステージに出演していただくことを検討している。 

    

3. 協議事項 



(1) 前回議事録（案）について 承認された。 

(2) 高松学習館の取り組みついて 

・地域活性化事業  

 10/1 高松町ふれあい健康フェアの学習館ブースの企画についてアイデアが 

出た。高校生に来てもらって一つのブースを任せる方法もある、社会福祉協 

議会や包括支援センターの出張相談コーナーなど。健康フェアでは健康相談 

を実施している。例年は学習館利用サークルで工作や手芸体験を指導しても 

らう形で実施している。自治連主催で今後サークルにお声がけをして調整し 

ていく予定。 

・10 月防災講座のまち歩きの実地踏査を 8/26 午後に講師と行うので参加でき 

 る委員さんはお願いしたい。２コース予定されている。 

・東京学芸大学との連携事業について 

 前回の会議の後に学生さんの方で再検討していただいた企画内容(クリス 

マスカード作りとオーナメント作り)やタイムスケジュールなどについて 

レジュメに沿って説明があり質疑応答がなされた。 

 消しゴムはんこ作りの実施については低学年でもできるような内容で講師 

 に相談していく。 

 オーナメント作りは紙皿リース作り、松ぼっくりツリー作り、毛糸のぼ 

んぼん作りの候補がある。作業に要する時間と行程を市民リーダーさんと 

相談して決めていきたい。 

 会場の定員枠によって参加人数を決定することになる。 

 会場について、集合場所と初めの会を広い視聴覚室にしてアイスブレイク 

のクイズで〇×で動いてもらう案が出ている。工作で集中するので最初に身 

体を動かすといい。第１教室と第２教室をカード作りとオーナメント作り 

の会場にして、交替した後にアンケートを記入してもらう。終わりの会は視 

聴覚室に全員集まる。実習室で持ち帰り用のポップコーンを作っておいて 

視聴覚室で配布する。保育室、和室(午後)は学生さんの控室と救急対応室に 

する方向で考えていくことになった。 

 クリスマスツリーは雰囲気づくりために設置する方向。 

 細かな企画内容については今後市民リーダーさんに確認しながら企画を練 

り直して詳細を決めていくことになった。 

 受付はロビーで実施可能。 

 タイムテーブルについて、当日のあいさつ、趣旨説明の時間も考えて、始ま 

りの時間や集合の時間を計算して組み直す。 

 今回の実施内容はおとなしめなので男子が発散できるような企画があると 

いいのではないかという意見があった。終わりの会でも何か身体を動かす 

アクティビティをやるかどうか検討する。 

 当日の学生さんやスタッフの集合時間と動きについて今後検討する。 

 タイトルの「クリスマスたかまつり」から子ども達がイメージするイベント 

内容とギャップがないようにサブタイトルで「クリスマスグッズを作ろう」 

などとつけた方がいいかもしれないというアドバイスがあった。 



 アンケートに記入してもらうのもいいが、閉会時に子ども達の声を直接聞 

くのもいいのではないかという意見があった。 

※明日 6/29 に東京学芸大学で市民リーダーさんを交えて第３回うち合わせ 

 をする予定。 

(3) 地運協交流会の企画について(日程は 2/17 予定) 

・前回の会議で話し合った結果、各地運協のふだんの活動内容の情報共有と地 

域で連携に関わっている人(委員)に焦点を当てるというテーマを代表者連 

絡会で提案することになった。 

(4) 地運協代表者連絡会の開催について(7/21) 

・研修や地域学習館の連携について担当の錦学習館より希望があれば出してほ  

しいと依頼があった。 

 研修内容として、社会福祉協議会の事業(地域福祉関連で公共施設等の場所 

を借りて居場所づくり、子ども食堂、フードバンク)や学校教育本部事業(放 

課後子ども教室、立川市のくるプレ)などの例が挙げられた。 

福島では NPO が立ち上がり公民館等で子ども食堂と学習支援を活発にやって 

いる。ネットワークがあり全国から食材も送られてくる。学校の空き教室を 

利用して地域の保護者が主催となり地域のボランティアで放課後児童クラ 

ブを実施している。地域により事情が異なるので都市部で適用できるかわか 

らないがサステナブルな活動ができればと思う。 

東日本大震災の後に学校で保護者が業者に委託して塾を開催して学力が落 

ちないように取り組んだ例もある。 

4. その他  

 きらり最新号配布 

 他の学習館のまつり事業日程一覧を配布した。各まつり事業の呼称も入れる。 

 6/17 に FM たちかわで梅田会長と難波副会長が市民講師フェアの PR をして

きた。YouTube でも観ることができる。 

 次回会議日程について確認した。 

5. 地域課題共有 

 児童館より 7/27 きりえ講座、8/5 ヤンシルフェスタ開催 

 社会福祉協議会より 夏体験ボランティア（7/1～8/31）募集中 

ボランティアしたい方、ボランティア募集の方は連絡 

 自治会連合会より 7/2 第六中学校にて栄町防災訓練 

         7/8 南部公園にて南部納涼盆踊り大会 

         7/22 愛宕神社にて東映会盆踊り 

         10/14 よいとまつり 

         11/11、12 楽市 

 

                             以上 


